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八王子市高尾５９９ミュージアム指定管理者募集要項 

 

 

 八王子市高尾５９９ミュージアムの設置趣旨に沿った管理運営を効率的・効果的かつ安

定的に行うため、地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第 244 条の 2 第 3 項及び八王子市

高尾５９９ミュージアム条例（平成 26年 12 月 15 日条例第 122 号）の規定により、高尾５

９９ミュージアム（以下「ミュージアム」という。）の管理運営に関する業務を行う指定管

理者を募集します。 

 

 

１．公募の概要 

（１）対象となる施設の名称 

    高尾
タ カ オ

５９９
ゴーキュウキュウ

ミュージアム 

（２）指定期間 

    平成２７年８月１１日から平成３０年８月１０日まで（３か年） 

平成２７年８月１１日（予定）開館 

（３）指定管理者の公募及び選定の方式 

    一次審査（書類審査 必要に応じヒアリング）及び評価会議による二次審査（プ

レゼンテーション）を行います。一次審査で応募多数の場合上位５グループを選

定し、二次審査を行います。二次審査の内容を受け、八王子市議会の議決を経て、

指定管理者を決定します。 

（４）審査結果等の通知 

一次及び二次審査の結果は、応募団体（グループ応募の場合は代表団体）に対し

て速やかにメールまたは FAX にて通知します。 

（５）指定管理者の指定及び協定の締結 

八王子市議会での議決を経て指定管理者が決定された後、指定期間全体に効力を

有する基本的事項を定めた基本協定書を締結します。また、指定開始前に当該事

業年度における事項について年度協定書を締結します。 
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２．対象となる施設の概要 

（１）施設の名称  高尾５９９ミュージアム 

（２）所 在 地  八王子市高尾町２４３５番地３ 

（３）施設の目的  高尾５９９ミュージアム条例（以下「条例」という。）第１条の設

置目的に沿って、適切かつ効率的に管理運営を行うとともに、利

用者に最良のサービスの提供することを目的とします。 

（４）敷 地 面 積  ６３１０．６３平方メートル 

ただし、管理区域の面積は、高尾森林ふれあい推進センター建物

及び付帯設備を除く 

（５）建物の構造  構造  鉄筋コンクリート造 一部鉄骨造 ２階建 

            建築面積 １２６０．４５平方メートル 

            延床面積 １４４１．６７平方メートル 

（６）施設の内容   １階 休憩施設（カフェ、ショップ）、展示施設（ギャラリー）、 

事務室、防災倉庫、授乳室、トイレ 

    ２階 交流施設（市民ギャラリー）、トイレ 

広場 芝生広場、じゃぶじゃぶ池 

道路 道路区域（３７２．７３平方メートル） 

※別紙図面参照（１階・２階平面図、外構図） 

  （７）休 館 日  休館日は設けないものとします。ただし、指定管理者が特に必要

があると認め、市長の承認を得たときはこの限りではありません。 

（８）利 用 時 間  利用時間は下表を基本とし、指定管理者が提案することができま

す。 

区分 利用時間 

展示施設 ４月から１１月まで 

午前８時から午後５時まで 

１２月から３月まで 

午前８時から午後４時まで 

休憩施設 

交流施設 

 

３．指定期間   

平成２７年８月１１日から平成３０年８月１０日まで（３年間） 

 

４．管理に関する運営方針   

（１）基本方針 

     動植物の宝庫である高尾山は、標高が高い山ではありませんが、多様性ある豊

かな自然が残された歴史ある山です。子供達がはじめて登る「はじめの一歩」の

山であり、何度も訪れる来山者にとっても新しい発見や感動を体感できる「はじ
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まりの山」でもあります。 

最近では、フランスにあるミシュラン社で発行している旅行ガイドブック「ミ

シュラン・グリーンガイド・ジャポン」で最高位にあたる三ツ星観光地として取

り上げられ、国際的な観光地としても知られています。 

このような高尾山と周辺資源の魅力を十分に引き出しながら、地元の人々とと

もに、「新しい門前町＝現代に生きる門前町」として、老若男女が憩い、楽しめる

空間を持ち、子供・若者も楽しめるような環境をつくり、何度でも訪れたいと思

えるようなミュージアムを展開していくことが求められます。 

このため、ミュージアムの基本方針を「観光客のための温かみがあるビジター

センター」、「自然を愛する心を育てる場」、「市民や地域とともに協働してつくる

交流の場」とし、「観光」、「学習」、「交流」機能を有した施設として、高尾山の顔

となって、自然と社会、また、観光客と市民をつなぐ拠点としての役割を担うも

のとします。 

指定管理者は、管理業務の遂行に当たり、市民が広く利用する公の施設として、

このミュージアムの基本方針を十分に認識し、利用者にとっての快適な施設の環

境づくり及び施設の利用の促進を目指すとともに、業務水準を維持しつづけるた

めにも、事業収入や利用料金収入の拡大、助成、協賛、支援、募金など資金調達

を積極的に図り、確実な来館者拡大につながる広報・宣伝を行い、また、日常又

は定期的に必要な保守業務及び点検業務を行うことにより最良の状態を維持し、

利用者の安全の確保に努めることとします。 

 （２）指定期間内の目標 

①管理運営にあたっては、施設の基本方針を十分に理解した上、博物館機能の展示・

教育普及機能を担うため、施設内の展示や独自性があるイベントや講座を通じ、

高尾山の歴史や貴重な自然の姿を伝え、利用者へ学習の場を提供してください。 

②高尾山周辺を中心とした地域の賑わい創出に寄与し、様々な人が参画できる集客

性のある企画を実施してください。 

③市民へ自然体験学習の場を提供するため、自然を体験できるイベントやツアー企

画の運営などを実施し、サービス向上につなげてください。なお、東京都高尾ビ

ジターセンターや高尾森林ふれあい推進センターで実施されている事業とは、相

互連携を図りながら、それぞれの立地条件や機能を考慮した上で、プログラムの

内容については各施設と調整し、独自の創意工夫を図ったイベントの企画に努め

てください。 

④高尾山の観光スポットや歴史、動植物に関する知識の向上を図り、利用者に対し

高尾山の魅力を積極的に解説してください。 

⑤利用者ニーズを把握、分析し、その結果を反映し誰もがくつろげる空間を提供し

てください。 
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⑥外部資金の導入の取組として、企業や公益団体等からの自主事業への協賛、助成、

クラウドファンディング等、外部資金導入に積極的に取り組み、また、個人や民

間事業者が行っている高尾山に関連したイベントと協調するなど、積極的にイベ

ント等の資金集めを行ってください。 

⑦ミュージアムのイメージをしっかり伝達していくためには、デザインのトーンを

統一させることが重要です。市が制作するミュージアムのロゴデザインを基軸に

ショップアイテム、各種ツール等を展開し、イメージの管理を徹底してください。 

⑧指定管理者は、高尾山に関係する観光産業団体等により構成する高尾５９９ミュ

ージアム運営連絡会を年に１回以上開催し、市民協働事業や関連団体との連携イ

ベントを検討するなど、協働意識をもって運営にあたってください。なお、運営

連絡会の構成員は、市と協議のうえ決定してください。 

⑨地域住民の雇用に努めてください。 

⑩市内各地の観光地情報の周知を図り、観光客の回遊性の向上に努めてください。 

⑪震災などの非常時には、屋外空間も含めたミュージアムの全スペースを避難スペ

ースとして機能させてください。 

 

５．法令等の遵守 

  指定管理者は、ミュージアムの管理業務の遂行に当たって、次に掲げる法令等を遵守

してください。 

（１）地方自治法 

（２）高尾５９９ミュージアム条例 

（３）高尾５９９ミュージアム条例施行規則 

（４）個人情報保護に関する法律 

（５）八王子市個人情報保護条例 

（６）八王子市情報公開条例 

（７）八王子市が設置又は管理する防犯カメラの運用に関する要綱 

（８）都民の健康と安全を確保する環境に関する条例 

（９）その他管理運営業務に適用される法令等 

 

６．指定管理者が行う業務の範囲  

    指定管理者が行う業務内容は以下のとおりです。なお、詳細は別紙仕様書のとおりと

します。 

（１）展示施設の管理運営に関する業務 

（２）休憩施設における飲食提供に関する業務 

（３）休憩施設における物販に関する業務 

（４）交流施設の管理運営に関する業務 
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（５）地域との連携及び協働に関する業務 

（６）職員の配置に関する業務 

（７）ボランティア育成に関する業務 

（８）利用促進に関する業務 

（９）広報・情報発信に関する業務 

（10）外国人対応に関する業務 

（11）経理に関する業務 

（12）施設及び設備の維持管理に関する業務 

（13）備品等の管理に関する業務 

（14）展示品の管理に関する業務 

（15）施設及び設備の維持保全及び修繕に関する業務 

（16）保安警備に関する業務 

（17）緊急時の対応に関する業務 

（18）開館の準備対応に関する業務 

（19）その他の事項 

 

７．指定管理者による運営に関する提案項目一覧 

  指定管理者が提案する項目は下記のとおりです。 

（１）利用料金等が増収になった場合の取扱い 

事業報告において、収支差が黒字であり、かつ、協定締結時における利用料金等の収

支見込額を上回る収入があった場合、市へ支払う分配金を含めた増収分の取扱いにつ

いて 

（２）自主事業計画 

 展示施設、交流施設、広場における設置目的に合致した自主事業 

（３）利用料金 

 条例第８条第２項に定める額の範囲内で、料金設定の方針 

 ・休憩施設（飲食等提供する場合 カフェ・ショップ） 

 ・交流施設 

（４）カフェ 

 ・飲食提供メニュー（コーヒー等ソフトドリンク、パン類、パンケーキ等の軽飲食に

限る） 

 ・休憩施設（カフェ）の内装を改装する場合その概要 

（５）ミュージアムグッズ 

オリジナルグッズの商品展開 

（６）外国人対応 

 多言語対応が可能な職員の配置方法、その他外国人対応機能を強化する手法 
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（７）広報計画 

 事前告知や集客対策に資する事業を行う場合その計画 

（８）資金調達 

 助成、協賛、支援、募金等の資金調達計画 

 

８．リスク分担 

市と指定管理者のリスク分担は別紙のとおりとします。ただし、別紙に定める事項に

疑義が生じ、又は別紙に定める事項以外の不測の事態が生じた場合、市と指定管理者

が協議の上、リスク分担を定めるものとします。 

 

９．損害賠償 

（１）指定管理者は、本業務の実施について、自己の責に帰すべき理由により市又は第

三者に損害を与えたときは、その損害を賠償しなければならないものとします。 

（２）指定管理者の責に帰すべき理由により指定管理者の指定が取り消された場合にお

いて市又は第三者に損害を与えたときは、その損害を賠償しなければならないも

のとします。 

（３）損害賠償額は、市と指定管理者が協議の上、定めるものとします。 

 

１０．保険 

ミュージアムの管理運営業務を実施するにあたり、指定期間中において指定管理者が

加入しなければならない保険は次のとおりです。 

（１）指定管理者を被保険者、市を追加被保険者とする施設賠償責任保険（第三者賠償

保険を含む。） 

  ①施設（建物、昇降機） 

  ②動産（展示台１６台） 

  ③イベント（各種イベント） 

（２）ミュージアムのボランティアに対応したボランティア活動保険 

（３）その他指定管理者が必要と認める保険 

（４）加入した保険についての保険契約書及び保険証書の写しを、当該保険契約の締結

後、速やかに市に提出するものとします。 

（５）市は、建物総合損害共済事業（全国市有物件災害共済会）及び全国市長会市民総

合賠償保険補償保険（全国市長会）に加入しております。 

 

１１．業務の再委託の制限等 

指定管理者は、仕入・販売、飲食、清掃、機械警備といった個々の具体的業務を第三

者に委託して実施することは差し支えありません。ただし、指定管理業務の全部を一
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括して第三者に委託し、または請け負わせることはできません。 

 

１２．応募資格 

（１）都内に事務所、または事業所を有する法人またはその他の団体であって、当該施

設を安全に安定して管理運営を行うことができるもの。 

（２）複数の企業等が共同事業体を構成して応募することは可能です。この場合の申請

はその代表者が行ってください。申請と同時に、共同事業体結成の協定書等の写

しを提出してください。 

ただし、同一の団体が複数の共同事業体に参加することは出来ないものとします。 

（３）次のいずれかに該当する団体（共同事業体の場合は構成団体も含む）は､応募者と

なることはできません。 

①地方自治法施行令第 167 条の 4(一般競争入札の参加の資格)の規定に該当するも

の。 

②市から指名停止措置を受けているもの。 

③市民税､法人税､消費税等を滞納しているもの。 

④会社更生法、民事再生法等により更生又は再生手続きを開始している法人。 

⑤地方自治法第 92条の 2(議員の兼業禁止)、第 142 条(長の兼業禁止)、第 166 条(副

市長の兼業禁止)及び第 180 条の 5(委員会の委員及び委員の兼業禁止)に該当する

もの。 

※法で引用する地方自治法施行令第 122 条及び第 133 条に該当する場合(長等が取締

役等を兼ねることができる市の出資比率が 1／2を超える法人)を除きます。  

⑥指定管理者になろうとする法人又はその役員が、暴力団員による不当な行為の防

止等に関する法律第 2 条に掲げる暴力団又は暴力団員及びそれらの利益となる活

動を行う団体。 

 

１３．応募方法 

（１）募集要項等の配布 

①配布期間  平成２７年１月１９日（月）から平成２７年１月２７日（火）まで  

但し、土曜日、日曜日を除きます。  

②時間    午前９時から午後５時まで 

③配布場所  八王子市産業振興部観光課(八王子市役所６階) 

〒192-8501 八王子市元本郷町三丁目２４番１号  

電話番号 ０４２(６２０)７３７８ 

ＦＡＸ番号 ０４２（６２７）５９５１ 

※市ホームページにおいて募集要項のみダウンロードが可能ですが、申請書等の応

募に必要な書類は上記配布場所で配布します。郵送をご希望の方、電子データをご
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希望の方は、上記までお問い合わせください。 

（２）提出書類 

① 申請書 

② 事業計画書（個人情報保護対策及び情報公開について必ず記載する。） 

ア．管理運営について 

イ．人員配置基準 

ウ．個人情報保護管理、情報公開及び危機管理について 

エ．安全・緊急連絡対策 

オ．公共性・公平性の担保について 

カ．サービスの向上について 

キ．施設の効率的な管理運営及び経費の縮減について 

ク．自主事業運営方針、自主事業計画 

ケ．提案内容 

○増収時における分配金 

○利用料金 

・休憩施設（飲食等提供する場合 カフェ・ショップ） 

・交流施設 

○カフェ 

 ・飲食提供メニュー（コーヒー類、パン類、パンケーキ等） 

・休憩施設（カフェ）内装改修計画（提案する場合のみ） 

○ミュージアムグッズ 

○外国人対応 

多言語対応が可能な職員の配置方法、その他外国人対応機能を強化する手法 

○広報計画 

 事前告知や集客対策に資する事業があれば提案すること 

○資金調達計画 

コ．その他、特にアピールしたい点について 

③ 収支予算書（３か年分） 

④ 収入計画書（３か年分） 

ア．収入内訳明細書 

⑤ 支出計画書 

ア．人件費算出根拠（３か年分） 

イ．管理費内訳（３か年分） 

ウ．積算根拠（３か年分） 

⑥ 団体の概要 

⑦ 申請団体の定款・寄付行為等 
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⑧ 役員名簿 

⑨ 表明・確約書（別紙「表明・確約書」の様式を使用すること） 

※暴力団関係者であることが疑わしい人物がいた場合、警視庁に照会を行いま

すので、個人情報の取扱いに関する同意を兼ね、本書類を提出していただき

ます。 

⑩ 法人登記事項証明書 

⑪ 納税証明書（市民税、法人税、消費税） 

⑫ 直近３か年の財務諸表（貸借対照表、損益計算書など） 

⑬ 団体の活動実績 

※報告対象となる実績は下記のいずれかに該当するものとします。 

 同程度の規模の施設を管理運営した実績 

 地域住民と協働し事業構築を行った実績 

 ファンド（基金）を活用し事業構築を行った実績 

 教育普及を目的とした自然体験学習や自然を体感できるイベントの企画及

び実施の実績 

 集客効果の高いイベント等の企画及び実施の実績 

 団体が制作した WEB や広告物等において、効果的に情報発信した実績 

⑭ 団体の経営理念がわかるもの（定款、設立趣意書など） 

⑮ その他市が必要と認める書類 

（３）提出書類の著作権 

応募者の提出する書類の著作権は、それぞれの応募者に帰属します。なお、選

考に必要な場合など、その他本市が必要と認めるときは、本市は提出書類の全部

又は一部を無償で複製できるものとします。 

（４）提出部数  １０部（正本１部・副本９部）、電子データ（CD-R 又は DVD-R） 

   ※書類のサイズはＡ４版に統一すること。Ａ４版に収まらない場合はＡ３版を可

とするが、三つ折り等にてＡ４版に整えること。 

（５）受付期間 

平成２７年２月１６日（月） から 平成２７年２月２０日（金）まで 

時 間  午前９時００分から午後５時００分まで  

提出先  本要項１３(１)③にある募集要項の配布場所と同じ。 

（６）説明会 

応募者を対象とした説明会を開催します。参加を希望する団体は､１月３０日（金）

までに、説明会参加申込書を FAX または電子メールで送付してください。 

ア．日    時：平成２７年２月４日（水）午後１時から午後３時４０分まで 

     午後１時から午後１時３０分まで・・説明会 

     午後１時４０分から午後２時４０分まで・・施設見学会 
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午後２時５０分から午後３時４０分まで・・質疑応答 

イ．集合場所：高尾５９９ミュージアム西隣 高尾森林ふれあい推進センター 

ウ．参加できる人数：１団体につき２名まで 

※説明会参加希望団体数によって、上記の日程等の各条件が変わる場合があり

ます。 

（７）質問の受付 

質問の受付・回答は下記のとおり行います。 

ア．受付 

（ア）期  間 平成２７年１月２９日（木）から平成２７年２月５日（木）まで 

（イ）提出方法 別紙質問書の様式において、FAX 又は電子メールで提出 

（ウ）提出場所 八王子市産業振興部観光課(八王子市役所６階) 

（エ）メールアドレス b091400@city.hachioji.tokyo.jp 

イ．質問の回答  平成２７年２月１０日（火）までに、原則として申請書の様式

を受領した全団体宛てに回答します。 

ウ．その他    電話、口頭による質問等には一切応じません。 

（８）その他 

①応募書類の提出期間は厳守してください。また､提出期間後における応募書類の変

更及び追加は認めません。ただし、本市から指示した場合はこの限りではありま

せん。 

②応募書類は返却しません。 

③応募経費は応募者の負担とします。 

④応募書類に虚偽の記載があった場合は失格とします。 

⑤応募受付後に辞退する場合は、その旨を書面（任意様式）により提出してくださ

い。 

 

１４．指定管理者の選定 

（１）選定の基準 

指定管理者の選定は、条例で定める選定基準に照らし、次に掲げる事項を総合的 

に判断して行います。 

①安定した管理運営能力について（団体の設立趣意、業務実績、経営状況、収支計

画、付帯設備を含む施設・展示品・展示設備の維持管理計画、職員体制計画） 

②サービス向上について（情報発信に関すること、外国人客への対応、教育普及に

関すること、観光情報の収集・把握・発信に関すること） 

③効率的な管理運営計画について（ミュージアムカフェ及びミュージアムグッズに

係る休憩施設の活用計画、外部資金の導入計画） 

④自主事業並びに達成目標の設定と実施方針について（地域や関連団体との協働・
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連携の方針、一貫したデザインの維持、独自性のある自主事業計画） 

⑤個人情報保護管理、情報公開及び危機管理を図る方策が優れているか 

⑥その他 

（２）選考方法 

①資格審査及び一次選考 

提出された指定申請書等により参加資格要件に関する資格審査、及び一次選考(書

類審査及び必要に応じヒアリング)を行います。 

※一次選考の結果は、平成２７年３月上旬までに応募者全員に通知します。 

②二次選考  

二次選考は、平成２７年３月中旬から下旬に開催する評価会議において、提出さ

れた書類をもとにプレゼンテーションを行っていただき、委員から意見聴取を行

います。 

なお、日程については、一次選考の結果とあわせて通知します。 

（３）内定等の通知 

評価会義の審査内容の報告を受け、４月上旬に指定管理者の候補者を内定して､結

果を応募者に通知します。 

（４）決定 

指定管理者の決定は､八王子市議会での議決後に行います。 

 

１５．協定 

管理業務に関する細目について、八王子市高尾５９９ミュージアム条例施行規則に基

づき、市と指定管理者の協議のうえ、事業を円滑に実施するために指定期間全体に効力

を有する基本的事項を定めた基本協定書と、当該事業年度における事項について年度協

定書を締結します。 

 

１６．モニタリングの実施 

指定管理者は、市が当該施設に関して実施するモニタリングにおいて、「八王子市指定

管理者制度モニタリングガイドライン」に従うこととします。 

  なお、モニタリングの評価結果は公表します。 

 

１７．個人情報保護 

（１）本業務を実施するために個人情報を取り扱う場合は、次のとおり個人情報の適正

な管理のために必要な措置を講じるほか、個人情報の保護に関する法律(平成 15

年 5 月 30 日号外法律第 57 号)、八王子市個人情報保護条例（平成 16 年八王子市

条例第 33号）及びその他の関係法規等を遵守するものとします。 

①秘密等の保持 
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指定管理者は本協定の履行に関して知り得た個人情報の内容を他に漏らしては

ならない。  

②第三者への委託の禁止又は制限 

指定管理者は、個人情報を取り扱う事務の処理は自ら行うものとする。ただし市

の承諾を得たときは、この限りでない。 

③目的以外の利用等の禁止 

指定管理者は、管理運営業務を実施するため市から貸与され、又は指定管理者自

らが収集し、若しくは作成した個人情報が記録された資料等を本業務の目的以外

に利用し、又は第三者に提供してはならない。 

④複写又は複製の禁止 

指定管理者は、管理運営業務を実施するため市から貸与され、又は指定管理者自

らが収集し、若しくは作成した個人情報が記録された資料等を市の承諾なく複写

又は複製してはならない。 

⑤返還義務等 

指定管理者は、管理運営業務を実施するため市から貸与され、又は指定管理者自

らが収集し、若しくは作成した個人情報が記録された資料等を本業務完了後、速

やかに市に返還しなければならない。 

⑥事故報告義務 

指定管理者は、管理運営業務を実施するため市から渡された個人情報の内容を漏

えい、き損又は滅失した場合は、市に速やかに報告し、その指示に従わなければ

ならない。 

（２）①～⑥の規定に基づき、指定管理者は個人情報保護の規程の整備に努めるものと

します。 

（３）個人情報の保護については、協定期間が満了し若しくは指定を取り消された後に

おいても遵守するものとします。 

 

１８．情報公開 

指定管理者は、管理運営業務を行うにあたって、前項に規定する個人情報に関するも

のを除き、保有する情報の公開を図るものとします。 

 

１９．情報提供 

（１）指定管理者選考に関する情報の提供 

指定管理者選考過程における、応募団体名（共同事業体で応募した場合は、構成

団体名を含む）、候補者として選定された団体の選定理由、事業提案の概要、評価

及び選定結果については、原則として市は広く情報提供を行います。 

また、提出書類については、八王子市情報公開条例に基づき公開請求があった場
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合は、条例に定める非公開情報を除き公開します。ただし、個人情報及び法人に

係る事業運営上の地位その他の社会的な地位が損なわれると認められるものなど、

非開示とするものを除きます。 

（２）指定管理業務に係る情報提供  

協定書及びモニタリングの実施結果の概要等については、原則として市は広く情

報提供を行います。（個人情報及び法人に係る事業運営上の地位その他の社会的な

地位が損なわれると認められるものなど、非開示とするものを除く。） 

（３）情報公開請求への対応  

指定管理者選考及び指定管理業務に関して指定管理者から提出された書類につい

て、八王子市情報公開条例に基づき公開請求があった場合は、条例に定める非公

開情報を除き公開します。 

 

２０．緊急時の対応 

管理運営業務の実施に関連して事故や災害等の緊急事態が発生した場合、指定管理者

は速やかに必要な措置を講じるとともに、市を含む関係者に対して速やかに通報するも

のとします。 

また、事故等が発生した場合、指定管理者は市と協力して事故等の原因調査に当たる

ものとします。 

 

２１．災害応急活動等 

（１）災害応急活動等 

指定管理者は、災害時において、市が『八王子市地域防災計画』に基づき行う災

害応急活動等に協力するものとし、基本協定に定めることとします。 

【協力業務の例】 

ア 市が行う救助・救急活動の実施、協力に関する事項。 

イ 利用者の避難誘導等安全確保に関すること。 

ウ 災害時要援護者に対する支援に関すること。 

エ 当該施設に避難した住民等の援護救援に関すること。 

オ 前各号に掲げるもののほか、市が協力要請をした事項。 

なお、上記以外の協力事項については施設の管理内容に応じて明記する。 

（２）災害応急活動等に係る費用負担 

市の要請に基づき、協力業務を指定管理者が実施した場合、市が必要と認めた費

用は、市が負担するものとする。 

指定管理者は、協力業務終了後、当該業務に要した費用を市に請求するものとす

る。 
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２２．地域との連携及び協働 

管理運営業務の実施にあたり、地域住民との連携及び協働を図り、地域の実情に即し

た事業運営に努めるものとします。 

 

２３．環境対策 

（１）本業務の実施にあたり、省エネルギー、省資源、ごみ減量化・リサイクル、グリ

ーン調達において「環境にやさしい八王子市役所エコアクションプラン」と同等

の取組みを行うとともに、別に示す「八王子市環境マネジメントシステム」(LAS-E)

に基づき、環境配慮行動に取りくむものとします。 

（２）ディーゼル車を使用し、又は使用させる場合は、「都民の健康と安全を確保する環

境に関する条例（平成 12 年東京都条例第 215 号）」他、各県条例に規制するディ

ーゼル車規制に適合する自動車とします。 

   

２４．指定の取り消し 

指定管理者（共同事業体の場合は構成団体も含む）が、下記のいずれかに該当する場

合は、地方自治法第 244 条の 2第 11 項の規定に基づき、その指定を取り消し、又は期

間を定めて管理業務の全部または一部の停止を命ずることがあります。  

①本業務に関する協定に違反したとき 

②地方自治法第 244 条の 2第 10 項の規定に基づき、指定管理者が本市の指示に従わ

ないとき  

③管理業務を継続することが適当でないと市が認めたとき 

④本業務に関する協定を履行することができないと市が認めたとき 

⑤条例の廃止等により指定をする必要がなくなったとき 

⑥指定管理者又はその役員が、暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第

２条に掲げる暴力団又は暴力団員及びそれらの利益となる活動を行う団体又はそ

の構成員であることが明らかとなったとき 

 

２５．問い合せ先 

八王子市産業振興部観光課(八王子市役所６階) 

〒192-8501 八王子市元本郷町三丁目２４番１号 

電話番号 ０４２（６２０） ７３７８ 

    FAX 番号 ０４２（６２７） ５９５１ 

メールアドレス b091400@city.hachioji.tokyo.jp 

 

 


